
性能照査型設計法が実際の設計実務に取り入れられてきている中、非線形有限要素法によりコンクリ

ート構造物の挙動をシミュレートする技術は、設計技術を構成する要素の一つとして有用であること

を、構造設計に非線形有限要素解析を適用する際の留意点及び非線形解析による検討の例に基づき示

します。

研究の目的

コンクリート構造物の設計法の基本的枠組みとして、構造物の供用期間中に求められる性能を規定し、

それを満たしている事を照査する性能照査型設計法が、主流となりつつあります。具体的には、基本的

には以下の判定を行うことで、性能照査を行います。

Ｓ（応答値）＜Ｒ（限界値）

限界値は、構造物の機能・利用形態等により、具体的な性能の数値指標として定めます。応答値は、

構造物が想定される外的作用を受けた場合の挙動から得られるものであり、構造物を忠実にモデル化

する有限要素法は、その結果として構造物各部での変形、応力、ひずみなどの各種応答値が得られる

事から、多様な限界値に対応する事ができる有用な手法です。一般に、応答値として必要となってく

るのはコンクリートがひび割れて非線形な挙動をしている状態でのものであることから、設計用応答

値として非線形有限要素解析による結果を利用する場合には、その精度・適用範囲・何を設計用応答

値として用いるかなど、解析・設計手法の確立が必要です。

技術の説明

構造設計に非線形有限要素解析を適用する際の留意点及び非線形解析による検討の例を示し、非線形

有限要素解析による構造物の挙動シミュレーション技術は、構造設計に有用な情報を提供することの

できる技術であることを示しました。
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